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労働時間と時間外労働
このファクトシートで説明する労働時間と時

間外労働の 規定は大半の労働者に適用され

ます。交通輸送、石油・ ガス、林業、ハイ

テク、農業などの業界の労働者には異 なる

規定が適用され、詳細は各業界専用のファク

トシー トで説明しています。

食事のための休憩時間
従業員は 30 分の食事のための休憩時間を取

らずに、 ５時間以上続けて労働することは

禁止されています。

食事のための休憩時間は、休憩時間中に仕事

をしなけれ ばならない場合や仕事に取りか

かれる状態の場合を除 き、必ずしも賃金支

払いの対象とはなりません。

雇用主はコーヒーブレイクを設ける必要はあ

りません。

二交替シフト制
二交替のシフト制の労働時間は、絶対に 12 
時間を超え てはならないことが義務づけら

れています。

最低日給 
出勤した場合、たとえ仕事時間が２時間に満

たない場合 でも、２時間分の賃金を従業員

に支払うものとします。

８時間以上の労働予定で出勤した場合は、最

低４時間分 の賃金を支払うものとします。

雇用者にとって不可抗力の事情で仕事を中断

しなければ ならない場合、２時間分または

実働時間の賃金のどちら か多い方を支払う

ものとします 

従業員が出勤したものの、とても働ける健康

状態でない 場合のみ、労働時間が２時間以

下でも実際に働いた時間 に対する賃金を支

払うものとします。

従業員が労働者災害補償法第３部、または労

働安全衛生 規制に従わない場合にのみ、労

働時間が２時間以下でも 実際に働いた時間

に対する賃金を支払うものとします。

労働から解放される時間 
従業員に対し１週間に最低でも 32 時間連続

の労働から 解放される時間を確保すること

が義務づけられています。労働から解放され

るべく時間帯に働いた場合、働い た時間に

対し通常の 1.5 倍の割増賃金を支払うものと

し ます。つまり１週７日働いた場合は、た

とえ１週間の合 計労働時間が 40 時間未満で

あっても、そのうち１日は1.5 倍の割増賃金
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が支払われます。雇用主は労働時間が最も少

ない日の時間数に対し 1.5 倍の割増賃金を支

払う ものとします。 

 
 日 月 火 水 木 金 土 

実働時間数 4 5 5 4 5 5 5 

所定労働時間数 4 5 5  5 5 5 

1½ x    4    
2 x        

 
従業員は、緊急の場合以外、各労働時間の間

に仕事から 解放される時間を少なくとも８

時間確保する権利があり ます。 

 

過剰労働時間の禁止 
過剰な労働時間、または従業員の健康もしく

は安全を脅 かす恐れが出るほどの長時間労

働の強要や許可をしないことが雇用主に義務

づけられています。 
  
時間外労働 
時間外労働時間は、日曜日に始まり土曜日で

終わる１週 間を基に計算します。 
 
時間外労働時間の計算には、１日の労働時間

と１週間の 労働時間の両方を検討します。 
 
毎日の時間外労働 
１日８時間の所定労働時間を超えて働く場合

、最初の４時間は通常の 1.5 倍の割増賃金を

支払うものとします。また１日 12 時間を超

えて働いた場合、２倍の時給を支払います。

これは１週間の実働時間が 40 時間未満 でも

適用されます。 
 日 月 火 水 木 金 土 

実働時間数  8 10 6 13   
所定労働時間数  8 8 6 8   
1½ x   2  4   
2 x     1   

 

１週の合計労働時間： 37 時間 
1.5 倍の時給になる時間数： ６時間 
２倍の時給になる時間数： １時間 
 
週単位の時間外労働 
週 40 時間以上労働した場合は、40 時間を超

えた時間に 対する時給は 1.5 倍になります。

これは１日の実働時間 が８時間未満でも適

用されます。 
 
各労働日の最初の８時間だけが週ごとの時間

外労働の合 計時間の計算の対象となります

。 
 日 月 火 水 木 金 土 

実働時間数  8 7 8 8 7 7 

所定労働時間数  8 7 8 8 7 2 

1½ x       5 

2 x        
１週の合計労働時間： 45 時間 
1.5 倍の時給になる時間数： ５時間 
 
均等払いの同意 
従業員が均等払いに同意している場合の時間

外労働につ いては、ファクトシート －「

均等払いの同意および適用外項目」を参照し

てください。 
 
時間外の労働時間を貯める 
従業員が書面で依頼すれば、雇用主は時間外

の労働時間 をためる時間貯蓄制度、タイム

バンクを設定できます。この場合、給与期間

中の時間外労働手当の代わりに、時 間数を

タイムバンクに貯めることができます。 
 
従業員は貯めておいた時間分の賃金の全額も

しくは一部 をいつでも支払ってくれるよう

に、雇用主に頼むことが できます。また互

いに同意した期間に有給休暇をとるこ と、

またはタイムバンク制度をやめることを書面

で要請 することができます。       続く… 
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タイムバンクの解約依頼を受けとったら、雇

用主は未払 いの残額を従業員に支払わなけ

ればなりません。 
 
雇用主はタイムバンクの解約通知を従業員に

渡してから １ヵ月後に、タイムバンクを閉

鎖することができます。 
 
タイムバンクを閉鎖する場合、雇用主は６ヵ

月以内に次 のいずれかを行うことが義務づ

けられています。 
• 貯めた時間に相当する時間外労働手当全

額を従 業員に支払う 

• 貯めた時間に相当する時間外労働手当を

従業員 の有給休暇に充当する 
• 貯めた時間に相当する時間外労働手当の

一部を 支払い、残りを有給休暇に充当す

る 

 
時間外労働手当は、働いた時点のレートで支

給するか、 有給休暇に充当することが義務

づけられています。例え ば、時給が 1.5 倍に

割増になる労働時間が２時間貯まっ ている

従業員は、３時間の休み時間もしくは３時間

分の 賃金を受け取る権利があります。 


